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1.はじめに

現在，メイクパターンを表す言葉として，「韓国メイ
ク」や「愛されメイク」などの「〇〇メイク」という表
現が広く使用されている．しかし，それぞれのメイク
パターンが厳密に定義されているわけではなく，メイ
クパターンの種類も豊富であり，「韓国メイク」と「艶
メイク」のように，名称は異なるがメイク方法やメイ
クの完成型は同じ場合もある．さらに，新たなメイク
パターンも随時生み出されている．そこで，本研究で
は，個々のメイクパターンの特徴を抽出・可視化し，分
かりやすく表現することを目的とする．
本論文ではメイクパターンと芸能人のWebページ内
での共起度に基づき，メイクパターン間の関係性の算
出と可視化を行う手法を提案する．メイクパターンと
芸能人のWebページ内での共起度を使用する理由は，
メイクパターンは特定の芸能人を例として表現される
可能性が高いと推測されるからである．例えば，雑誌
や記事などで「愛されメイク」が紹介される際には，「石
原さとみ風愛されメイク」など，特定の芸能人と共に
紹介されることが多い．そこで，芸能人を介してそれ
ぞれのメイクパターンを特徴付ける．本稿の構成は以
下の通りである．2章では，関連研究を示す．3章で提
案手法の大まかな流れを述べ，4章で各数値の算出方
法を詳細に述べる．5章で研究結果を示し，最後に，6
章で本稿のまとめと今後の課題を述べる．

2.関連研究

コスメに関する研究はこれまでにも多く行われてお
り，コスメアイテム分類に対する評価表現辞書構築 [1]
やレビューの自動スコアリング [2]などのコスメアイテ
ムや商品レビューに着目した実験などがある．また，感
性ワードとイメージのマッチングとともに，質感の定
量的な表現法の構築を目指す研究 [3]も行われている．
しかし，著者らの知る限り，メイクパターンに注目し
た研究は行われていない．
本研究ではメイクパターンと芸能人の関連性を予測
するために，松尾らが提案しているWeb上の情報から
人間関係のネットワークを抽出する手法 [4]を参考に，
人間関係をメイクパターンと芸能人の関係に置き換え
た手法を提案する．

3.アプローチ

本研究ではメイクパターンと特定の芸能人の関係性
に基づいて，メイクパターン同士の関係性を推定し，可
視化することである．そのため，まず，Web検索エン
ジンを利用して，Webページにおけるメイクパターン
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図 1: 手法の流れ

と芸能人の共起を調べ，シンプソン係数を利用して関
連度を算出する．次に cos類似度と主成分分析を用い
て，特定のメイクパターン同士の関係性を可視化する．
また，メイクパターンに基づいた，芸能人同士の関係
性を可視化する．

4.提案手法
4.1.メイクパターンと特定の人物の関係性調査
提案手法ではまず，検索件数を元にメイクパターン
と特定の人物の関係度を，式 (1)で定義されるシンプ
ソン係数を用いて計算する．シンプソン係数を用いて
計算することにより， 1つのWebページの中でのメイ
クパターンと特定の人物の共起度を基にメイクパター
ンと特定の人物の関係性を求める．

simpson(A,B) =
|A

∩
B|

min(|A|, |B|)
(1)

例えば，「愛されメイク」と「石原さとみ」の関係度を
計算する場合，「愛されメイク」の検索数 48,500，「石原
さとみ」の検索数 15,700,000件，「石原さとみ」「愛され
メイク」の検索数 5,110件を用いて計算を行う．なお，
本研究では計算を簡潔にするために純粋な検索数を使
用し，ノイズを取り除くことは行わない．また，完全
一致検索を行うため，検索キーワードをダブルクオー
テーション (“ ) で囲んで検索を行うが，共起の件数が
単一での件数よりも大きくなる等の不適切な数値が返
された場合は，ダブルクオーテーションを外して検索
した検索数を用いて計算を行う．
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4.2.正規化
上記で得た数値の正規化を行う．正規化の方法とし
ては，シンプソン係数を用いて算出した数値の横軸を
メイクパターン，縦軸を特定の人物とし，各縦軸・横
軸をそれぞれ 100％と定め，割合を求める．
4.3.特定の人物同士の関係性調査
正規化した数値を基に， cos類似度を用いて，メイ
クパターン同士の関係性・特定の人物同士の関係性を
求める．最後に，主成分分析を行い，メイクパターン
同士の関係性・特定の人物同士の関係性をそれぞれ 2
次元平面上に可視化する．

5.実験結果

今回は，メイクパターン 18種類，芸能人 19人を対
象に実験を行った．正規化を行う前の数値が表 1，メイ
クパターン同士の cos類似度が表 2，芸能人同士の cos
類似度が表 3である．そして，主成分分析を行い，第
1主成分および第 2主成分を用いて 2次元平面上にプ
ロットすることで可視化を行った結果を図 1と図 2に
示す．図 1の結果によると，「韓国メイク」と「中国メ
イク」・「モテメイク」と「色っぽメイク」が比較的近
い関係にあるのは著者らの直観と一致する．また，量
産メイクは昨年のトレンドメイクであったため，「量産
メイク」と「トレンドメイク」が近い関係にあること
も著者らの直観と一致している．一方で，「イエベメイ
ク」と「ブルベメイク」が近い関係にあることは著者
らの直観に反している．また，華やかなイメージのあ
る「デートメイク」とナチュラルなイメージのある「ヘ
ルシーメイク」が近い関係にあることも著者らの直観
に反している．図 2に関しては，「田中みな実」と「石
原さとみ」・「有村架純」と「綾瀬はるか」・「深田恭子」
と「新垣結衣」が近い関係にあることは著者らの直観
と一致する．一方で，「藤田ニコル」・「みちょぱ」・「ゆ
きぽよ」が遠い関係にあるのは著者らの直観と反して
いる．また，「みちょぱ」と「広瀬すず」が近い関係に
あるのは著者らの直観と反している．

6.おわりに

本研究は，著者らの直観と一致する部分もあれば，一
致しない部分もあるという結果となった．著者らの直
観と一致しなかった理由として，検索エンジンの検索
数が日によって変動することやダブルクオーテーショ
ンを利用した完全一致検索が適切に機能しなかったこ
と，「リサ」などのカタカナの名前を検索した際に異な
る人物もヒットしてしまったこと，Webサイト内の広
告にどちらかのワードが含まれているなど，芸能人と
メイクパターンに直接関係がない場合でもヒットして
しまったことなどが挙げられる．
一方，メイクパターンと芸能人の関係性が強い部分・
弱い部分が著者らの直観と一致する部分も多く，メイ
クパターンと芸能人には関わりがある可能性が高いと
いう印象を持った．また，主成分分析を行った結果か
ら，芸能人を介すことにより，一部のメイクパターン
同士の関係性は直観と一致している．そのため，今後
は，検索エンジンを用いた方法とは異なる手法で，メ

図 2: メイクパターン同士の関係性

図 3: 特定の人物同士の関係性

イクパターンと芸能人同士の関係性を基に，概念的で
あるメイクパターンを具体化することを目的とし，研
究を進めていく予定である．
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表 1: シンプソン係数（正規化前）

表 2: メイクパターン同士の cos類似度

表 3: 芸能人同士の cos類似度
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